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はじめに

昨年末の中東石油問題を契機に「エネルギー危機」

という形で，エネルギー問題がクロ―ズアップさ

れた。ここでは，直接にこの問題の一環として

「エネルギーの危機への対応」「省エネルギー」

の観点から清掃工場の余熱利用について考えよう

としたのではない。既に，余熱を老人福祉センタ

ー，プールに利用しているし，又，農業利用につ

いては，昭和44年から，種々，研究して来た。し

かし，都市活動の結果から発生する余熱を積極的

に利用することは，結果としては，エネルギー問

題に関係しているものである。

清掃工場の余熱

ゴミ戦争は，都市問題の大きな問題の一つであ

る。都市は，有機体のようなもので，有機体が，

外界のエネルギーを自己の体の形成に摂取利用

し，生活を営み，又，生成された老廃物を排泄す

る＜新陳代謝＞ように，人間の集合の上に成立し

ていることもあって，都市自身も新陳代謝を行っ

ている。都市活動の結果として物を生産するとと

もに当然に廃棄物が生じる。又，それらの活動の

源としてエネルギーを必要とする。

都市の中で，廃棄物の処理は形はともあれ必須の

ものであり，これが，うまく処理されなければ，

都市活動・都市生活の上に重大な支障を来たすこ

とになる。

旧来は，人口の絶対量も少なく，周辺部に多くの

農村地域をかかえていたこともあって，ゴミの処

理は，山間部に投棄したり，海面埋立によって行

われて来たものであるが，人口増，都市活動の活

発化に伴う，ゴミの絶対量の増大，周辺部の市街

化の進展と環境問題にも関連して，ゴミ処分地が

71

１

２



いかを研究して来たし，実際に，利用されている

のが，旭環境セソターにみられる老人福祉センタ

ーの暖房，給湯，プールの温水化である。

なくなって来たことから，ゴミの焼却の方法がと

られるようになって来た。

ところが，焼却にも問題がある。焼却過程で生じ

る各種のガスが公害の原因となり得ることであ

る。清掃工場がどうしても必要なものであり，反

面，それが公害の原因ともなり得ることから，公

害防止の施設を完備した清掃工場が必要となって

来る。現在，建設されている工場は，今の技術で

考えられる方法で都市の必須の施設として，か

つ，環境破壊・公害を最小限にとどめるように設

計されている。こうして建設された清掃工場は，

結果として，大きなエルネギー工場のようなもの

になっている。

焼却能力１日1,200 t ＜設備能力1,600 t＞の工場

で，ゴミの真発熱量が2,280 kcal/kg と仮定する

と，毎時約68.5Gcalの熱エネルギーが発生する。

ちなみにGcal―ギガカロリーは1,000, 000キロカ

ロリーのことである。

この熱は，ゴミを燃焼させる際に生じるガスを，

そのまま空気中に煙突から排出したのでは，微少

な灰，有毒ガス等を周辺にまきちらすことになる

ために排出までの過程で，公害防止のための処理

等を行う時に850 C °前後の温度から300C ゜前後

まで，燃焼ガスの温度を落すが，ここで温度低減

のための廃熱ボイラーの冷却水は，高い温度にな

り，これがもつ熱量が余熱といわれるものであ

る。

　ごのエネルギーは，使用目的かおるわけでなく

冷却水に再びするため，熱の形で空中に発散させ

ることになる。＜一部は，工場の自家発電用に使

われている。＞

仮に，約68.5 Gcal の熱量が発生するとして，一

部＜約48.5 Ｇｃａ１＞を自家用に使うとすると約20

Gcalの熱量が余熱として他に利用可能である。

そこで，従来より，この余熱を余熱としてムダに

するのでなく，積極的に市民のために利用し得な

都市と農村，この対比される言葉が示すように，

都市農業という概念は従来なかった。

都市農業は，都市域の中に存在し，都市と農業が

調和，共存し，相互に利点を生かして行こうとい

うものである。

都市は，従来のコンパクトにまとまった形から，

次第に市街地の範囲を拡げ，周辺部にあった近郊

農業地帯とよばれた地域に食い込み，市街地と農

業用地が混在した巨大な地域をつくり出した。こ

の無秩序に市街地が拡大することがスプロ―ルと

よばれる。又，巨大化した地域が大都市地域と

か，都市化地域とよばれている。

ともあれ，市街地と農業的地域＜農村的地域＞が

混在して今の都市をつくり上げている。

本市でも，市域約42, OOOhaのうち，約6, OOOhaが

農地であり，約8,OOOhaが，主として農地と結び

ついている山林で，農地と山林で，約30％になっ

ている。

都市農業は，こうした現実の上に立って，「都市

の中に農業はない」と考えるのでなく，調和・共

存をどうしたらできるか，又，そこに相互に利点

を生かすことができないか，を考えようとするも

のである。共存する以上，それが，一時的に存在

し，将来はなくなってしまうようではならない

＜経過的農業でなくする＞。

一方，都市的な立場からみるならば，都市人口の

集積，工業・商業・サービス業等の２次, 3次産

業の集積，市街地の拡大は，公害等の環境悪化を

もたらし，緑の自然的環境の保持・創出の必要性

３ 都市農業
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を増大させている。

農業は，1次産業といわれるように最も自然的な

産業であり，それ故に，上地利用の形も，都市の

高度な土地利用に対し，粗な土地利用の形となっ

ている。粗な土地利用は，自然的環境に恵まれて

いることでもある。

こうした農村のもつ良さを，そこで生産される生

鮮食糧と併わせて，巨大化した都市の中で，保

ち，新しい形の都市農業と新しい都市をつくるこ

とが必要である。

しかし，市街化が非常な勢で進む状況の中で，

＜市街化することは，農業の基盤である農地がな

くなることである＞農業の立場は非常に弱い。

本市農業の状況は農地の減少，農家の兼業化，農

業労働力の老令化，婦女子化＜いわゆる３チャン

農業＞が目立っている。とはいえ一方では，優良

な農業経営が存在している。

そこで，現状，問題点，今後の方向を集約したも

のが次の表である＜表１＞。

現状にある諸点は相互に関連し合い問題を深刻化

している。スプロール化がすすみ，次第に農地は

点在化＜宅地にはさまれて点々と農地が存在する

形＞することは，農業環境を悪化させ，生産意欲

表１　都市農業の問題点と施策

の阻害，作業効率の低下をひきおこし，その結

果，農地を更に手離すことになる。農業所得の低

さをカバーするための,土地の切り売り，借家経

営は，スプロール化の原因でもある。又，所得り

向上をはかるために，規模を拡大しようにも農地

は入手できず＜農地として買うには地価が高すぎ

る＞，温室などの高度経営の規模を拡大するに

も，労働力の不足がネック,となるなどのように，

種々の関連がある。スプロール化は，市街地の拡

大との関係を示すものであるが，本来，都市活動

と農業生産活動とは性格がことなるものであるか

ら，その両者の摩擦はゼロにはならない。この摩

擦は実際には，農業が都市から受ける公害く日照

・通風の悪化,用水汚濁をはじめ種々みられる＞，

都市が農業から受ける公害＜農薬による被害，悪

臭，ホコリ，その他＞の形で表現できる。調和を

はかる上には，この摩擦をどうさけるかも，大き

な課題であり，その塞礎は，土地利用計画，集団

化にあろう。

都市農業の確立をはかる上には，どうしても，現

実に生じる問題を，それが相互に原因になること

もあって，同時に解決することが必要であろう。

ここでは，都市農業を論ずることが目的ではない，
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ので，この位にしておくが，問題解決の中に，高

収益経営の導入が必至であることに注意してほし

い。

都市農業の経営について

することになり，収益は大きい，しかし施設費が

かかる。＞

④その他畜産経営等があるが省略する。

このように見ると，温室・ビニールハウス等の施

設園芸の占める位置の高いことがわかる。

都市農業の内容としての農業経営は，①都市にあ

ることの立地的メリットが生かせる経営，②都市

にあって，特に需要が高いもの，あるいは結びつ

きの強いもの，③都市施設を利用することによっ

て有利になるもの，となろう。これは，結果とし

て，高収益を期待することにもなろう。

立地的に有利であることは，輸送がきかない作

物。小松な，ホーレン草のような葉物・軟弱野菜

といわれるものに端的に示される。

軟弱野菜は，輸送に弱く，かつ鮮度がとうとば

れ，又，需要の高いものである。

都市で特に需要の高いもの，結びつきの強いもの

は＜軟弱野菜もそういえるが＞，植木類である。

これは，都市環境整備の上から需要が高く，又輸

送費のコストが高いもので，農業経営上では，生

産性，収益性の高いものである。＜鉢物の花も似

ている。＞

今度は，農業経営上の，一般的高収益経営の観点

から経営の種類を上げてみると，

①軟弱野菜経営＜生産期間が短く，技術でカバー

することによって，回転が早く，土地を何回も利

用できる。故に小面積でも経営として成立し得

る。＞

②植木生産＜需要が大きく，比較的高く売れる。

又，種まき，収穫が，明確でなく―普通の野菜

経営では，播種期・収穫期に労働力が多くいる

―労働力が平均して使える。＞

③温室・ビニールハウス等の施設園芸＜花及び野

菜，需要が多いこと，端境期ずらした時期に出荷

施設園芸は，温室・ビニールハウスなどの施設に

よって外界とをしゃ断し，温度をコントロール

し，自然条件に左右され易い故に不安定である農

業経営の安定化をはかり，･又，農作物の周年出荷

をはかろうとするものである。

普通は，冬に温度を上げることで作物の生育をは

かるが，場合によっては，夏の暑さを温度を下げ

ることでしのぎ，暑さに弱い作物を夏期に生育さ

せることもあり得る。くアメリカ，ヨーロッパで

は，冷気をおくり暑さをしのぐファン・アソド・

パッド方式等が行われている。しかし，この方式

は湿気の多い日本では有利でない。＞

温度をコントロールするためには，熱源が必要と

なる。＜作物の生育には日光が必要であり，日光

を温室内に充分とり入れるためには熱効率が下が

る。＞

暖房は，一般に熱源に，重油・プロパンガス・電

気を使用するが，経済性からみて重油を使うこと

が多い。昨年の石油問題でも，重油を農業用にど

う確保するか大問題であった。

暖房形式は，パイプを配管しく地中配管の場合も

ある。＞，温湯・蒸気で行う場合，温風を送る場

合，電熱線で行う場合等がある。

施設園芸は，収益も高いが，温室等の施設費，暖

房設備費，燃料費が多くなり経営費も高くなる。

経営の上からは，販売額＜粗収益＞の増大と，経

営費の削減の両方からの努力が必要である。しか

４

５ 一施設園芸
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し経営費は，大体，農業外の条件＜例えば，利用

する施設，燃料は工業生産品である。＞によって

決められてしまう。

おおよその目安でみると，農業所得率＜粗収益一

経営費／粗収益＞は，露地野菜経営で55％位，ビ

ニールハウス＜野菜＞40％位，温室経営＜野菜＞

40％位，温室経営＜花の鉢物＞48％位である

＜表２＞。

経営費の中では，施設の償却費，燃料費の占める

割合が高く，少し古い資料であるが，県で，農業

所得200万円以上をあげるため指標として試算を

したもので，ビニールハウス＜野菜経営＞で経営

費3,035千円のうち施設等償却費が1,030千円で30

％，燃料費3,054千円で10％を占め，温室＜カー

ネーション＞経営で, 2．954千円の経営費の34％

を償却費が, 12％を燃料費が占めている。

都市農業経営の柱の一つである施設園芸にとっ

て，熱源の確保は重要である。

青掃工場の余熱の農業利用

この問題については，前述のように，都市農業に

とって大きな意味を持ち得るもめである。市とし

ては，昭和44年から，余熱の農業利用について検

討をすすめて来た。又，都市農業の確立をはかる

べく農業専用地区の設定とここでの経営改善をす

すめ，すでに，余熱利用とは関係ないが，港北ニ

＜神奈川県の試算による＞
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ュータウン地域の新羽，大熊農専地区では，農地

の集団化，中心部での温室・ビニールハウスの生

産集団が作られている。

余熱利用に関しては，「じんかい処理場余熱利用

に関する研究報告１報，2報＜昭和45年４月，昭

和46年10月，干葉大教授小杉清＞。「港北ニュー

タウン内清掃工場余熱利用地域モデル計画報告

＜昭和47年，大高建築設計事務所＞」がある。

小杉教授＜園芸学＞による研究では，燃料費の節

約，ボイラー操作をする必要がなくなることによ

る人件費の節約，冷房に利用した場合の生産性の

高まり，などの農業経営上の利点，間接的には温

室等が個別に重油を使用しなくなることから公害

を軽減し得ることの利点が指摘されている。

農業に対する注意としては，「施設を各人がパラ

パラ,に建設したのでは，外観が悪いばかりでなく

熱効率なども低下する。そこで農協などがまとめ

て出資して理想的施設をつくることが望ましい」

表３　農業専用地区内の余熱利用施設＜案＞

＜注＞冷凍貯蔵庫：この冷凍貯蔵庫は，農畜産物の貯蔵を目的とし，生産者と市民のための

　　　　出荷調整をはかるものである。貯蔵品目と保管温度の関係は,表４に示す通りであ

　　　　る。本計画では，この冷凍貯蔵庫の規模を1,000坪，保管温度を－20C°と想定して

　　　　計画した。
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と指摘されている。，＜施設の集団化では新羽，大

熊農専地区で既にモデルがある。＞

ここで，大高建築設計事務所のスタディについて

紹介しよう＜計画図＞。

モデル計画は，利用可能な余熱を20Gcalとして，

清掃工場を農専地区と住宅地区の接点におき，都

市と農業の調和と積極的相互の働きかけを目的

に，都市側＜清掃工場＞からの農業側への熱エネ

ルギーの供給と，都市側＜住宅等＞で熱エネルギ

ーの利用を地域として一体的に有効利用すること

に重点がおかれている。

熱はコストの関係もあり，蒸気及び温水の形で利

用することとしてある。

〔施設の種類〕は農業利用では，温室，冷房室，

農産物の貯ぞう庫に，都市的利用では老人福祉セ

ソター，プール，住宅の暖冷房・給湯としてあ

る＜表3,4＞。

なお，余熱は年間を通じ，生じるものであり，利



表４　貯蔵品目と保管温度

資料：建築設計資料集成５

表５　余熱利用施設の年間必要熱量＜各余熱利用施設の合計＞
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表６
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住宅の冷暖房＜３ＬＤＫ程度＞　300戸

住宅の給湯＜　　〃　　＞2,000戸

用は，どうしても冬などの一定期間にかたよるの

で，ここでは施設の種類と組合せによって，出来

るだけ有効に利用されるように計画されている

＜表５＞。

余熱を20Gcalとすると，計算上熱エネルギーを表

6のように配分し得る。

おわりに

清掃工場余熱の農業利用については，その経済的

メリットが認められ，都市農業確立の一つの力に

なり得ると考えられるが，単に，一つの温室が利

用する範囲の熱量ではなく，相当の利用施設群を

つくり有効利用することがのぞましい。

現在は，種々検討の段階であり，具体的に利用さ

れていないが，余熱の市民的利用，市民生活にと

って重要な部分を占める生鮮食糧の生産への利用

を実現化する必要がある。

施設の集団化への試みはすでに新羽・大熊農専地

区でも実現化しているから，こうした成果が清掃

工場の余熱利用の形で結びつく可能性は大きい。

＜企画調整局企画課長＞

７



港北ニュータウン地域内清掃工場余熱利用モデル計画＜総合計画図＞
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